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多くの歌を残している。彼は本歌取りの重要を「本歌取りだと分かるように創作す ことである」とした。つまり、本歌は想起されるべきものであり、本歌取りの歌はその本歌の読みを内包して創作されている いうことになる 本歌取りと同じ創作手法を用いら のが、 「物語二百番歌合」である。物語歌を番えて成っているこの作品もまた、もとになった物語を想起す ことが想定されてい かのような方法が採られており、それが歌を読む際のガイドとして機能しているかのようである。一方、本歌取り 歌も「物語二百番歌合」もそ 作品だけで読む 可能で
あり、もとになった歌や読みを想起することが必須ということではない。想起しても想起しなくても、本歌取りの歌には本歌やその読みが、 「物語二百番歌合」の歌にはその歌の収められていた物語内容が内包されている。本 取りの歌を読むということ、 「物語二百番歌合」を読むということはつまり、すでに もととなった歌と物語 んでいるということなのだ。キーワード：本歌取り、言語景色、歌、物語一　
藤原定家は本歌取りを得意とし、恋歌の名手であったと



















ただし、世下り人の心劣りて、たけも及ばず、詞も賤しくなりゆく。いはむ 近き世の人は ただ思ひ得る風情を三十一字に言ひ続けむことをさきとして さらに姿詞の趣を知らず。これによりて 末 世の歌は、







































いえ、和泉式部の歌と定家の歌はそれぞれ独立するものである。定家は本歌を巧みに想起させるように本歌取りの歌を作る。本歌を想起させるように作 している以上、本歌を排除す ことはできず、ゆえに本歌取りの歌 場合において二首を切り離して考えることはできない。　
むしろ本歌があることは想起されなければならないとも
言えるのではないだろうか。それは、 「近代秀 」や「詠歌大概」などで繰り返し述べられた、古い詞を慕い、新しい心を求め と う態度、古の秀 の放棄ではなく、それを取り入れながら共に新し 展開をしようとする試みであると捉えられる。　「かきやりし」 とする定家の歌も、 本歌と並ぶことによって相思相愛の歌としての新たな読みを開いた それは、和泉式部の歌についても同じ事 言える。和泉式部 歌も、定家の歌の本歌となり、定家の歌の本歌として想起された時、贈答歌としての新たな読み 示し 。それは、恋の悲しみの歌として単独であっ 時の読みを捨てるものではなく、その読みを残したままの読みであり、単独であった時
























人々押へて、いかにしたるにかあらむ、うち笑ひたまへる、いといみじく見ゆ。花どもを心苦しが え見棄てて入りたまはず。御前なる人々も さまざまにものきよげなる姿ども 見わたさるれど、目移るべくもあらず。
５
大臣のいとけ遠くはるかにもてなしたま
へるは、かく、見る人ただに え思ふまじき御あ さまを、至り深き御心にて、もしかか こともやと思すなりめりと思ふに、 けはひ恐ろ うて、
立ち去るにぞ、






ら、 「わすればや」との言葉から始まる。忘れたいその事は、 「源氏物語」の物語、夕霧が感じた紫の上の美しさを見てしまった事実と重なって読み手に捉えられ だろう。故にこの歌は多く、 「桜 ようなあの美しい人 忘れたい」と解釈されている。　
さて、傍線部３に目を戻すと、 「源氏物語」において、
春の曙の霞の間から、趣深い樺桜を見た心地がする ある。つまり、春の曙の時に霞の間から えたのは、樺桜例えられた紫 上であった。　
しかし、定家の歌を見ると、忘れたいも として読み取




あり、定家の歌においてそ 樺桜に相当する花を忘 たいと解釈させるのは、定家の歌 ら「源氏物語」の物語内容が想起されるからであり、定家 言葉に従えば「古き詞」を用いているからである。誤解されることは想定されていたかもしれな 。なぜならば、 「それかとばかり見える」という言葉で 場面がもう一つある だ。それは、 「源氏物語」若菜上の一場面である。
（８）
【資料８】 「源氏物語」若菜上巻◎六条院での蹴鞠の日、柏木、女三宮を垣間見
猫は、まだよく人にもなつかぬにや、綱いと長くつきたりけるを、物にひきかけま らはれにけるを、逃げむとひころじふほど 、御簾のそばいとあらはに引き上げられたるをとみに引きなす人もなし。この柱のもとにありつる人々も心あわたたしげにて、もの怖ぢしたるけはひどもな 。
６
几帳の際すこし入りたるほど
に、袿姿 て立ち まへ 人 り、階より西の二の間の東のそばなれば、紛れどころもなくあらはに見入れらる。紅梅にやあらむ 濃き薄きすぎすぎにあまた重なりたつけぢめはなやかに、草子のつまのやう 見え
て、桜の織物の細長なるべし。御髪の裾までけざやかに見ゆるは、糸をよりかけたるやうになびきて、裾のふさやかにそがれたる、いとうつくしげ て、七八寸ばかりぞあまりたまへる。御衣の裾がちに、いと細くさやかにて、姿つき、髪のかか たまへ そばめ、いひ知たずあてにらうたげなり。
７
夕影なれば、さやか








まり女三宮であった 、垣間見をしたその瞬間においては確定できなかった。あくまでも「若くうつくしの人や」との、 柏木の願望的推測に過ぎない。 それは、 定家 歌の 「それかとばかり見えし」と同じと言える 定家の歌と「源氏
藤原定家の本歌取りと「物語二百番歌合」
─ 7 ─
物語」の若菜上の巻の物語本文に、資料７であげたような音の類似は見られない。だが、言葉 よって得られる情報は、同じような物語の景色を現してくる。それは、まず想起される野分の巻との類似性と同程度にすでに在ったもので、見出だす か見出ださないか いう違いだけで、実は常に可能性として読み取れる所にあったのだ。見易い理由から得られる読みはあくまでも読み手が らえやす 、目に見えやすいものであり、そ 奥にはさらなる読みが存在しているかもしれないの 。 「かきやりし」 歌も、 「わすればや」の歌も、古い言葉を慕い、想起させることで、新しい読みの可能性を紐解 ている。三　
物語歌を番えて歌合とした「物語二百番歌合」もまた、
引用によって成立している作品である。 「源氏物語」 と 「狭衣物語」から歌を引用 こと、それぞれの歌の最初には詞書が付され、その歌が記されている物語内容を把握するための情報があること、作者名が記されていることから、本歌取り 歌よりも、歌の収められ た元の物語へ還ることが容易である。歌の収められていた物語の物語内容を取り むことが要求されている さえ捉えらしれない。


















衣物語」の歌であるという事実を明らかにしていると言い換えることができる。この至極当然の事実は、 かし、番えられている歌には必ずその歌が詠まれるに至った物語的背景があると う事実を突きつけてくる。それは、歌を歌だけで見てい のではなく、歌とそ 背景にある物語内容を一緒に鑑み るということになる。 「物語二百番歌合」は「源氏物語」と「狭 という二 物語から歌を選んで番えた であるという前提は、同時に、 「物二百番歌合」の歌は歌＋歌が詠まれている物語内容によって読まれているということをも示して る。　
これはさらに、 「狭衣物語」は「源氏物語」と類似して









んじられており、判詞が付されている歌合 品では、左歌に多く「勝」の字が記されている。しかし、 「物語二百番歌合」に判詞はなく、二首に優劣はないと解される。優劣がないということ 、番えられた二首は同等のものであり、 その二首が番えられることによって捉えられる 「読み」を見るべきなのだ。本来並ぶはずのなか た二首である。「物語二百番歌合」で番えられ、たまたま同じ番の左歌と右歌として採られ、比べられることになった。それ 全くの偶然であり、そこには「物語二百番歌合」でしか見ることのできない「読み」 必ず生じる。　
先に挙げた二番（資料９）の番を例にしてみたい。二番







出会いの理由を、私とあなたとがひとかたならぬ仲であるためだとし いる。私が誰であなた 誰 のかは、歌からでは判断ができな 。それに対する右 は、 「待つに命ぞ絶えぬべき」 「頼みそめけむ」 、待っていたことを後悔するかのような言葉が並んでいる。こ 歌 お も私とあなたに具体性は い。相手との出会いを喜ぶ 、相手を待つことを後悔する歌が並んだ時見えてくるのは、出会いと別れという、一つの恋の始まりと終わりという物語ではな だろうか。この物語には、 「源氏物語」の物語内容も「狭衣物語」の物語内容も必要なく、た 歌 言葉から判断される状況によって、物語が完成して る。 「源氏物語」と「狭衣物語」を知らなくても、ある は思い出せなくても、さらに言えば、あえて思い出そうとしなくても「物語二百番歌合」の二番の物語がここにはある。
　
これは、 「源氏物語」や「狭衣物語」の物語内容が排除




















































れの歌は、光源氏と朧月夜の物語の歌である左歌と、狭衣と飛鳥居の物語の歌である右歌として在ることになる。それは、それまで匿名性を帯びていたはずの歌の景色 、特定の物語景色が付与されるということであり、そうな ことで、この二首が番えられていることに違和感を覚えることになる。そもそも二つ は異なる物語であるため、並べることのできないも である。しかし、並べられ、その物語が開示されてしまえば、その物語を比べてしまう。後に女の素性が朧月夜であることを知り、互 に惹かれ合う関係 なる光源氏 、死別してしまう狭衣の歌として、「違いがある」とか「物語展開は類似している」といった比較の対象となってしまう。そこに 「源氏 」 「狭衣物語」 成立関係（ 「狭衣物語」が「源氏物語」に影響を受けているという前提）も関係しているであろう。　
先に述べた通り、 「物語二百番歌合」は歌の収められて
いた物語を想起させるかのよう 創作方法をとってい ため、物語が想起されるこ はむしろ想定されている。 かしそれは、歌を比べるためではなく、あくまで「物語二百番歌合」の番を読むための手段となる。　
例えば、光源氏と朧月夜の物語だと知った左歌は、 「訪
はじとや思ふ」と問うた朧月夜に応え ように光源氏はその正体を突き止め、その後生涯に渡って恋慕 っ













































































































































































































































































































































































































語専攻が設置されている大学は、五〇六大学になる。日本語学習者数は９５３，２８３人で、日本語教育機関は２１１５ヶ所で、日本語教師数は１８，３１２人である。今は「量」よりも「質」をより重要視する段階に入ったと思う。外国語人材の育成 道具型」から「複合型」に転換しており 更に「創造型」 人材を育成する目標が打ち出されている。人材育成モデルの改革、日本語教授法の改革、日本語教材編集の改革、教師発展に関する研修などの課題を抱えている。　
中国の日本研究機関は二つの系統がある。一つは、各大学の附




























































































































































































称の場合の 69 例のうち，引用節（節内引用）での例は計 16 例現れている。また，「ト






















































































































































































能を，ここでは〈阻止〉と呼ぶことにする 16）。2 人称の場合の用例は計 28 例が
採取されたが，【表 5】で見たように，そのうち 23 例は引用節，もしくは節内引













































































































しいんですよ #  （「模擬講演」S00M0477）





　一方，主節での 108 例は，その後に「コトニナッテイル」（4 例），「ラシイ」（3













　3 人称である場合の全 381 例の出現位置に着目すると，主節での 108 例はこの
用法に属するものが多く，とりわけ，他形式に付加されずに「テハイケナイ」で
文が終了する場合の 31 例は，「従属文」の 1 例を除き，そのほとんどがこの用法
で用いられていた（例（1））。主節末で他形式が付加した 76 例では，「ト思ウ／






























































































「ノダ」（40 例。このうち 13 例が「ノダネ。」，5 例が「ノダヨ。」），「ト思ウ」













　コーパス用例の用法は次の 4 種に大きく分類できる。a）と b）は主に主体が
3 人称の場合の用例に観察される用法である。c）は主体が 1 人称の場合，d）は
主体が 2 人称の場合の用例における主な用法である。この節では，これらを順に
取り上げ，代表例を挙げながらその特徴を観察する。











1 人称 2 人称 3 人称



























































































































































































































































1 人称 2 人称
3 人称
有情物 非情物









































































































件が抽出された。「言及」に使用されている 4 例を取り除き，残りの 504 例をデー
タに用いることにした 4）。







と「ならない」の 2 種の形がある 5）。前半・後半の異なりごとの出現数を【表 3】
の下部に添える。
【表 3】ジャンル別の「テハイケナイ」の出現数
ジャンル 雑談会話 模擬講演 職場会話 学会講演
PMW 96.30 87.17 39.73 18.79
出現数 109 317 16 62
総語数 1,131,891 3,636,771 402,742 3,299,268
前半
後半
ては ちゃ ては ちゃ ては ちゃ ては ちゃ
いけない
PMW 11.49 84.81 43.45 35.20 4.97 34.76 5.46 5.15
出現数 13 96 158 128 2 14 18 17
ならない
PMW 0.00 0.00 8.25 0.27 0.00 0.00 8.18 0.00









































































信しなくてはいけなかった。（毎日新聞 2010. 7. 24 高梨 2010：79（125））
　高梨（2010）において特筆すべき指摘は，一般に「禁止」と呼ばれるものを「聞
き手への配慮なしに行為の非実現を強制する〈禁止（否定の命令）〉と，聞き手
にとっての有益性を志向する〈否定の忠告〉」（同：38 注 10）という 2 種類に分
けたうえで，「テハイケナイ」が有する行為要求の機能の典型を後者の〈否定の




















































































































































































































































































































中 11 件，最終では 23 件中 11 件がそれぞれ 1 名の学生レポートに出現していた。
その他の出現傾向の多くは，（17）のように引用文中に見られるものであった。
また「思う」も，前期最終の 16 件中 11 件は 1 名の学生レポートに出現していた。
学生のレポートにおける話し言葉とその出現傾向
（ 65 ）
～と言っている※ 2 0 0 ～ちゃった 0 0 0
～と書いている※ 0 0 1 わかんない 0 0 0
その他
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
とか 0 0 0 いっぱい 1 0 0
ばっかり 0 0 0 こっち 0 0 0




なんか 0 0 0 いろんな 0 0 0
やってみて
やってみる
0 0 0 あたりまえ 0 3 1
みんな 0 1 0 私的 0 0 0
～してて，～してる 2 0 0 くらい 0 4 0
私（達） 6 23 13 やって，やる 2 0 1














　「から」「ので」は，前期中間レポートではそれぞれ 11 件と 12 件見られたが，








前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
でも※ 1 0 0 それから 0 1 0
だから※ 0 0 1 だって 0 0 0
なので※ 2 2 1 じゃあ 0 0 0
なんで 0 0 0 それで 0 0 0
あと※ 0 0 0 言いかえると 1 0 0
～から※ 11 1 1 付け加えると 0 0 0
～ので※ 12 9 6 他では 0 0 0
～して※ 5 12 12 はじめは 0 0 0
～しないで※ 0 0 0 そして 33 50 29
～のに※ 2 5 1 ずっと 0 0 0
～けど※ 0 0 0 だけど 0 0 0
～したら※ 0 7 2 ～し 1 2 0
～ていて※ 1 6 3
副詞表現
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
もっと※ 7 3 8 ちっとも 0 0 0
多分，たぶん※ 0 0 0 絶対 1 1 0
とても※ 8 4 6 超 0 0 0
とっても 0 0 0 どっち 0 0 0
すごく※ 0 0 0 あんまり 0 0 0
どんどん※ 1 0 0 ちゃんと 0 0 0
だんだん※ 1 0 1 正直 0 0 0
ちょっと※ 0 0 0 わりと 0 0 0
ほとんど※ 3 7 15 いまいち 0 0 0
全然※ 0 0 0 やっぱり 0 0 0
はっきり※ 0 2 2 だいたい 0 0 0
しっかり※ 5 8 5 もっと 8 5 5
きちんと※ 1 0 0 なんで 0 0 0
まだまだ※ 2 3 5 結構 0 1 0
形容詞的表現
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
いろいろな※ 0 1 0 いい※ 9 19 13
大切な※ 3 16 0 こんな 0 0 0
どんな※ 1 1 1 みたい，みたく 0 0 0
たくさんの※ 4 7 4 すごい 0 0 0
面白い※ 0 0 0 大丈夫 0 0 0
すばらしい※ 0 0 0
文末表現
前中間 前最終 後中間 前中間 前最終 後中間
です，ます※ 19 23 4 思う※ 6 16 3
でしょう（か）※ 0 3 0 てる 2 0 0






期中間および最終レポートは，法学部 2 クラス，理工学部 1 クラス分で，同じ学




































































でしょう（か） だろう（か） ① てる ている ⑤
じゃない（か）ではない（か）①⑥⑧⑩ かもしれない 可能性がある ⑤
と言っている と述べている ①③⑧ ～ちゃった ～てしまった ⑩
と書いている と述べている ① わかんない わからない ⑩
その他
話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
～と～ および ③ なんてのは などというのは ⑥
とか など ②⑥⑦⑩⑪ いっぱい 多い ⑥⑩































私（達） 筆者（ら） ③⑧ やって，やる 行う
　13 冊の関連書籍の中では，接続表現の「～けど」が 7 冊で取り上げられてい






















～したら すれば，すると ①③⑩ ～し ～で，～く ⑩
～ていて ～ており ①
副詞表現
話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
もっと より，更に ①③ ちっとも 少しも ③
多分，たぶん おそらく ①③⑥ 絶対 必ず ③
とても 大変，非常に ①⑧ 超 極めて ⑩
とっても 大変，非常に ⑥ どっち いずれ，どちら ⑥⑩
すごく 大変，非常に ①②⑧⑩ あんまり あまり ⑥









ちょっと 少し ①⑥⑦⑧ わりと 比較的 ②
ほとんど ほぼ ① いまいち いまひとつ ②







しっかり 十分に ① もっと さらに ⑧
きちんと 慎重に，正確に ① なんで なぜ ⑧⑩
まだまだ いまだ，まだ ① 結構 かなり，比較的 ⑪
一番 最も ①③ いつも 常に
形容詞的表現
話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
いろいろな 様々な ① いい よい ①




どんな どのような ①⑧ みたい，みたく よう ⑩⑪
たくさんの 多くの ① すごい すばらしい ⑥⑩




































話し言葉 書き言葉 関連書籍番号 話し言葉 書き言葉 関連書籍番号
でも しかし ①③⑤⑥⑦⑧ それから また，さらに ③⑤
だから したがって ①③⑤⑥⑧ だって なぜなら ③⑤
なので したがって ①②⑥⑨⑪ じゃあ では，それでは ③⑤⑩





～から ～ため ①③⑩ 付け加えると なお ⑤
～ので ～ため ① 他では 一方，他方 ⑤
～して ～し ①③ はじめは まず ⑤












































































































































































































　他にも次のような例が考えられる。参与者 A がクライアントで，B が請負業





































































































































































とされるものである。（32）が，B が人目も気にせず振る舞うことで A が不利益

















































































































































































③参与者 A が参与者 B の行為を規制する権限を有していること。［権限有］
　さて，（22）は①「静かにする」という行為が生徒 B の意志によってなし得る
行為であり，②通常の事態の進行において，生徒 B が「静かにする」という行
























































































































マ―」池上 2012 に所収 
守屋三千代（代表）・TEKMEN,AyseNur・金智賢 2017 ワークショップ「日本語話者が
見た『ナル表現』」『日本認知言語学会全国大会論文集』第 16 巻 587-592
守屋三千代（印刷中）「ユーラシアの『ナル表現』から日本語の『ナル表現』を再考する」
『日本認知言語学会全国大会論文集』第 17 巻
森山 新 2011「日本語のスル動詞と韓国語の hata 動詞から見た日韓両言語のナル性」守
屋代表 2011 に所収




























池上嘉彦 2006「〈主観的把握〉とは何か」『言語』５月号 pp.20-27 大修館書店
池上嘉彦 2006『英語の感覚・日本語の感覚』ＮＨＫブックス 日本放送出版協会
池上嘉彦 2008a『「する」と「なる」の言語学』を振り返って（特集 = 日本語文法の現在）」






















































日 韓 蒙 ﾔｸ 土 ｼﾝ
１．春になった＞春が来た ○ × × × × ×
２．変化は帰着点をとる。×ゼロ格または主格をとる ○ × × × × ×
３．コトの変化の用法がある。:ex. 春に /0 ガなる ○ ○ ○ ○ ○ ○
４．モノの変化の用法がある。:ex. 氷が水ニ /0 ガ
なる
○ ○ ○ ○ ○ ○
５．～しなくてはならない : 義務・不可避の意味用
法がある。
○ ○ ○ × ○ ○
６．～してもナル : 実現可能・不可避の意味用法が
ある。
× ○ ○ × ○ ×
７．出現→存在を意味する用法がある。△古典語の
み（日）
△ × ○ ○ ○ ○

































日 韓 蒙 ﾔｸ 土 ｼﾝ
１．○春になった＞×春が来た ○ ×  ×  × ×  ×
２．○富士山が見える＞（私は）富士山を見る ○ ○ ○ ○ ○ ○
３．○なぜいるの？＞×何が運ぶの？   △両方 ○ ○ ○ ○ △ ○
４．○飲めば良くなる＞×薬が良くする ○ ○ ○ × × ○
５．○（私は）財布を盗まれた＞△私の財布が盗ま
れた／× 誰かが（私の）財布を盗んだ
○ × △ △ △  ×
①　○ここはどこ？＞×私はどこ？  　   △両方 ○ ○ ○ ×  ○ △
②　○誰もいない＞×私以外誰もいない ○ ○ ○ ×  ○ ○
③　○いま，行く＞×いま，来る ○ ○ ○ ○ × ×
④　○泣けるマスカラ わかる＞×わからない ○ ○ × ○ × ×




























　빨리 와 ! 지금 가 .：Bbarri wa cikeum ka.：早く来て 今行く（韓）
　Тургэнник кэл　Turgennik kel　形容詞 : 早い　来る : 二人称単数命令
　Билигин кэлиэм / барыам　Biligin kel-iem / bar-yam （ﾔｸ）
　今すぐ : 副詞 来る : 動詞一単未来　 / 行く : 動詞一単未来
　“Çabuk gel!”　早く　こい　“gel-iyor-um!”　来る -PROG-1SG　（土）
ඉක්මනට එන්න.：ikmənət.ə e-nnə.：早く　　来る - 不定詞　早く来て！（ｼﾝ）









　　　　　Эмп көмөлөсүөҕэ.：Emp kemeles-iege.：薬 : 主格 助ける : 未来
　　　　　直訳は「薬が助けるだろう」を意味する。
　19．土：「この薬 君を 良い / 良くする」が好まれる。
　　　　　Bu ilaç iyi gel-ir.：この薬 良い / 良く 来る
　　　　　Bu ilac-ı iç-er-se-n, iyile㶆-ir-sin.：この薬を飲む，治る - 人称 の順番
で好まれる。
　20．ｼﾝ：මේ　බෙහෙත් බිව්වොත්　සනීප  වෙන්න ඇති.：Mee　behet 
biwwot　saniipə wennə æti.






　21．韓：누가 내  지갑을 훔쳤어요 .：Nuga nai cigab-eul humcheo-ss-eoyo.
　　　　　誰かが 私の財布を 盗みました
　22．蒙：Кошелёкпун 　 уордулар ：Koshelyok-pun uor-du-lar 
　　　　　財布 : 名詞所有　 盗む :　受動態過去
　23．ﾔｸ：Portmilimni o㸌urliwaldi.：私の財布 盗まれた
　24．土：Cüzdan-ım çal-ın-dı. ：財布 - 人称  盗む - 過去
　25．ｼﾝ：කවුරුහරි මගේ පර්ස් එක හොරකම් කරලා.：kawuruhəri
　　　　　magee pars ekə horəkam 








　７．蒙：Фүжи уул харагдана.：fuzhi uul xara-gda-na. 富士山 見る - 受動 - 現
在
　８．ﾔｸ：Фудзи көстөр Fudji kes-ter.：富士山 - 主格 見える : 単数現在
　９．土：Fuji Da侃-ı görün-dü.：富士山 - 主格 見える - 過去 








　11．韓：왜 여기 있어 ?：Wai eogi isseo?：なぜ ここに いる？
　12．蒙：эн тоҕо онно　бардыҥ?：En togo onno bar-dyn.：あなた なぜ　こ
こへ来た
　13．ﾔｸ：эн тоҕо онно　бардыҥ?：En togo onno bar-dyn.：あなた なぜ ここ
へ 来た
　14．土：Sen-in ne i㶆-in var bura-da?：君 - 所有格 何 仕事 ある ここ - 場所
格 - 存在
　　　　　Sen neden bura-da-sın?：君 なぜ ここ - 場所格 - 存在
　　　　　Hangi rüzgar at-tı seni bura-ya?：どの 風 投げる - 過去 君を ここ
- 場所格

























　１．韓：봄이 됐다 .：Bom-I twe-eo-ss-ta.：春 - 主格 なる - 過去 - 終結 春が *
なった。
　　　봄이 왔다 .：Bom-I wa-ss-ta.：春 - 主格　来る - 過去 - 終結　春が来た
　　２．蒙：Хавар боллоо. Xawar　bol-loo.：春 - ゼロ格  なる - 完了  春なった
　　３．ﾔｸ：Саас буолла. Saas buol-la：春 - 主格 なる - 過去 春なった
　　　　　　Cаас кэллэsaas kel-le.：春 - 主格 来る - 近過去　春来た
　　４．土：Bahar ol-du.：春 - ゼロ格 なる - 過去 : 春なった
　　　　　　Bahar gel-di.：春 - ゼロ格 来た - 過去 : 春来た






























































である。（1-5 池上 2006 を参考）
１．Spring has come. （春が来た）
２．I see mt.Fuji. （私は富士山を見る）
３．What brings you here? （何があなたをここに運ぶのですか？）
４．This medicine will make you feel better.（この薬があなたを気分良
くするでしょう）

















































































































































































































































































































































































































発話者ID 年齢 のべ使用数 参加会話数 平均使用数
F004 20代後半 57 13 4.4
M034 20代後半 31 4 7.8
F032 60代後半 30 4 7.5
F098 60代前半 27 9 3.0
M017 60代後半 25 1 25.0
F073 10代後半 15 1 15.0











































































発話者ID 年齢 のべ使用数 参加会話数 平均使用数
F004 20代後半 56 12 4.7
F073 10代後半 24 1 24.0
F050 20代前半 16 5 3.2
M034 20代後半 12 5 2.4
































































































































発話者ID6） 年齢 のべ使用数 参加会話数 平均使用数
F098 60代前半 38 11 3.5
F004 20代後半 14 7 2.0
F050 20代前半 14 4 3.5
F032 60代後半 10 3 3.3
F152 30代前半 10 3 3.3
































































（Ⅰ） 記憶に関する確認要求 → 確かさの確認
（Ⅱ） 疑問の表明 → 疑問の共有
（Ⅲ） 判断の表明 → 判断の受容









































































































































































（2）　筆　者：Could we have some more bread?
　　　店の男性：Of course!
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